
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 植竹 小学校 ）     学校番号 ５４                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
〇児童にとって学びがいのある学校  〇保護者にとって頼りがいのある学校  〇教職員にとって働きがいのある学校   
〇地域にとって誇りのもてる学校 

       

          

重 点 目 標 

１ ICT等を活用した「アクティブ・ラーニング」型授業及び教科担任制を通した授業実践 
２ 人との関わりを大切にする児童の育成を目指した生徒指導・教育相談の充実と安全・安心な学校 
３ コミュニティ・スクールによる地域とともにある学校づくりの実現 
４ 働き方改革の視点に立った職場づくりと教職員の能力の伸長のための指導・育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和６年２月１５日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〈現状〉 

〇全国学力・学習状況調査やさいたま市の学習状

況調査では、国語、算数ともに全国、市平均を

上回っており、概ね良好な結果である。 

〇全国平均と比較し、国語、算数とも無解答率が

低い。（国語－2.0、算数－1.0） 

〇調べたことや自分の考えをまとめたり、分かり

やすく表現したりできる児童が多い。 

〈課題〉 

〇全国学力・学習状況調査の結果分析から、学習

指導要領の内容において全ての項目で全国平均

を上回っているが、国語の「書くこと」、算数

の「変化と関係」については、他領域と比較し

て低い。 

・ICT を活用し

た「アクティ

ブ・ラーニン

グ」型授業の

実現 

 

 

①国語、算数において、ICT 活用を活動

の軸にし、発問の仕方、板書、教材

教具を効果的に組み合わせた授業を

実践し、自分の考えを表現できるよ

うにする。 

②教科横断型の探求的な学びＳＴＥＡＭ

Ｓタイムの単元開発を行う。 

①児童向けアンケートで「ICT を活用し

た授業が楽しく分かりやすいと思う

か。」の項目を準備し、肯定的な回答

をする児童の割合が 80％以上になっ

たか。 

②各学年、さいたま市ＳＴＥＡＭＳ教育

の授業実施が滞りなく確実にできた

か。 

①今年度は全市的に行われた「学びの指標ア

ンケート」の中に ICT 活用に係る項目が存在

したため学校評価アンケートには組み入れな

かったが、本校の ICT 活用に係る項目は市の

平均を０．１ポイント上回ったことから一定

の評価はできると判断する。 

②年間指導計画にさいたま市ＳＴＥＡＭＳ教

育を確実に位置づけ、各学年で実施できた。 

B 

・ICT を活用した授業改善はまだまだ 

道半ばであるため、引き続き実践を 

積み上げていくとともに、全国学力・ 

学習状況調査の結果分析を最新のもの 

にアップデートし、それに見合う方策 

を講じていく。 

 

・教科担任制は、教員の専門性

を活かし、児童の学力向上に寄

与する素晴らしい取組であり、

本校の今年度の評価は A評価に

値する。 

・仮に担任が都合で休んだとし

ても、数多くの教員の顔を知っ

ている子どもたちからすれば、

誰が補強に入っても全く動じな

い。その意味でも教科担任制

（交換授業）は意味があると思

う。 

・教科担任制に

よる専門性を

生かした授業

の質の向上 

 

①高学年９教科担任制を完全実施する。

また、中学年学年内交換授業を実施す

る。 

①教科担任制に関する学校評価（保護

者、児童）肯定的評価 90％以上を維

持することができたか。 

①教科担任制を実施することの意義の一つと

して「教員に相談しやすくなる」「安心して

学校生活を送ることができる」等が挙げられ

る。学校評価アンケートの「学校生活を楽し

んでいる」「授業に意欲的に取り組んでい

る」「学習で適切な指導や励ましを受けてい

る」では、いずれも９割以上の肯定的回答が

り、一定の効果はあったとみている。 

A 

・教科担任制のメリット・デメリット 

を皆が共通認識した上で更なるステッ 

プアップを踏めるよう、体制を整備し 

ていく。具体的には教科担任制を行う 

際の教科や学年等が挙げられる。 

2 

〈現状〉 

〇児童の学校評価アンケートでは、「いじめや悩

みなどの相談に応じている」の項目の肯定的評

価は９８．５％だった。 

〇学校評価アンケートの「安全・安心に気を付け

ている」の項目では、児童、保護者、地域、教

職員ともに９０％の肯定的回答が得られた。 

〈課題〉 

〇保護者の学校評価アンケートでは、「いじめや

悩みなどの相談に応じている」項目の肯定的評

価が９３.１％で、児童の意識との差が生じてい

る。 

〇安全面について肯定的な回答が多く得られてい

るものの、遊具の劣化、空き教室の整備など早

急に対応すべき課題がある。 

・人との関わり

を大切にする

児童の育成を

目指した生徒

指導・教育相

談の充実 

 

 

 

①関係諸機関、ＳL、ＳＣ、ＳＳＷと連

携を図った生徒指導、教育相談、特

別支援体制を実施する。 

②いじめや悩み等に迅速に対応するた

め、生徒指導、教育相談、特別支援

に関する会議を開催し、確実に対応

する。 

①関係諸機関、ＳL、ＳＣ、ＳＳＷと連

携を図って、児童の支援、相談に応じ

ることができたか。 

②保護者の学校評価アンケート「いじめ

や悩みなどの相談に応じている」項目

の肯定的評価が昨年度の数値を「上回

ったか。 

①関係諸機関等と報告・連絡・相談を密にと

り、スピード感をもって対応できた。 

②学校評価アンケートの「いじめや悩みの相

談に応じている」について昨年度が 93.1％、

今年度が 91.8％と数字の上では下がっている

が、高い値であることを考えると一定の評価

はできる。しかし、この結果をまだ対応策を

練る余地があるものと捉え、相談体制につい

て一層の強化を図る策を講じていく。 

B 

・児童、保護者、地域の方へは相談体 

制について、引き続き積極的に周知を 

図っていく。 

・教職員には、時間に余裕を持たせる 

ことこそ、相談体制の強化につながる 

ものと実感しているため、日々の業務 

を合理的に進められる方策案を練って 

いく。 

 

・本校ではさわやか学習室を設

けて対応しているが、次年度以

降も教室に入ることができない

児童への支援を引き続きお願い

したい。また、そこに入るボラ

ンティアの方との情報共有の場

が十分ではないような気がする

ため、検討してもらいたい。 

・学習支援ボランティアの数が

増えればもっと子どもたちに還

元できるものがある。人材を増

やしてほしい。 

・重大事態案件に該当する児童

について心配である。引き続き

対応をよろしくお願いしたい。 

 

・安全・安心な

学校生活を保

証するための

安全点検の実

施 

 

 

 

①毎月の安全点検を確実に実施し、結果

について細かく確認し、事故を未然

に防ぐ。 

 

②施設の整備については、教育委員会と

の連携を図るほか、ＰＴＡボランテ

ィア組織等に呼びかけ、協力を仰

ぐ。 

①安全点検の結果に基づく審査会を学期

１回実施し、児童の事故防止（首から

上の怪我防止）につなげられたか。 

 

②遊具や空き教室の整備を３つ以上でき

たか。 

①毎月の安全点検、及び結果に基づく書面に

よる会合を設け、児童の事故防止につなげる

ことができた。 

②教頭を中心とした校内の環境整備（３つ以

上）が確実に実施され、空間の有効活用並び

に学校のハード面に係る安全性が強化され

た。 

A 

・引き続き、定期の点検と複数の目を 

惜しまない体制で教育環境を整備し、 

事故なく、子ども、保護者、地域の 

方々が安心できる学校にしていく。 

3 

〈現状〉 

〇昨年度、学校運営協議会を年３回開催し、学校

の現状と課題、目指す児童の姿について、熟議

を重ねた。 

〈課題〉 

〇昨年度に引き続き、今年度も、目指す児童の姿

を積極的に情報発信し、家庭、地域に広めるよ

うにする。また、SSN 等地域の教育力を活かし

た活動として何ができるのかを熟議し、その実

現に向けた方策を定め、学校、家庭、地域それ

ぞれの役割を明確にする。 

・学校運営協議

会や SSN 等が

連動し、学校

と地域の連携

からなる取組

の充実 

 

 

 

①学校と地域が一体となって、目指す児

童像に向けた地域と学校間における協

働活動の企画立案、実施準備をする。 

➁学校運営協議会での熟議の実施を年 3

回、確実に実施する。 

①コーディネーターが中心となり、９月

末までに SSN 等地域と連携・協働し、

活動案を作成することができたか。 

②学校自己評価に係るアンケートで、

「コミュニティ・スクールの一員とし

て目指す児童の姿を共有できた」と回

答する割合が８０％以上になったか。 

 

①学校地域連携コーディネーターを中心に SSN

等に係る活動案を作成し、次年度以降に繋げ

る礎を築くことができた。 

②今年度は「あいさつ」の現状と課題を核と

した熟議を重ね、目指す児童像の姿について

共有をしてきた。その結果、学校自己評価に

係るアンケートでは「コミュニティ・スクー

ルの一員として目指す児童の姿を共有でき

た」と回答する割合が１００％に達した。 

A 

・SSN[等に係る活動案ができ次第、地 

域の方々にいち早く共有することで、 

教育活動における学校と地域の連携を 

強固なものにしていく。 

・学校運営協議会で熟議した内容を、 

形にすることが次年度への課題とな 

る。実施計画も含め、まずは職員、児 

童、保護者へ方向性を周知し、皆で共 

通理解を図るところから始める。 

 

・PTA や地域ボランティアの活

動は大きく学校運営に関わるも

のである。そのためにもコロナ

禍で縮小してしまったコミュニ

ケーションの場を増やす必要が

あると思う。 
・地域の中には、学習支援や環

境支援に力を発揮してくれる人

材が多くいるので、SSN が個々

の活動状況をとりまとめて、皆

で情報共有を図っていくことが

大切だと思う。学校地域連携コ

ーディネーターを中心に進めて

もらいたい。 

・学校の情報発

信と学校行事

の充実 

 

 

➀学校運営協議会や SSN に関する情報を

学校だよりや学校 HP を通じて発信す

るなど、広く広報活動を行う。 

 

①情報発信に関する学校評価（保護者、

地域）の肯定的評価が８０％以上とな

ったか。 

 

①学校評価アンケート「学校の様子がよく分

かるようにしている」では９割以上の肯定的

な回答をいただき、達成したと認識してい

る。 
A 

・情報発信については、各種便り、HP 

などで引き続き積極的に行うと同時 

に、保護者や地域の方々が学校に足を 

踏み入れる機会を増やしていくとも検 

討していきたい。 

4 

〈現状〉 

〇管理職による授業参観を全教員１回以上行い、

授業づくりチェックシートに基づき、指導助言

を行ってきた。 

〇大学教授の指導による研究授業や講演会、スク

ールロイヤーによるいじめ対応の研修会等を開

催し、教職員の指導力の向上を図ってきた。 

〈課題〉 

〇ＩＣＴの活用における技能の差をなくすため、

さらなる校内研修が必要である。 

・ＩＣＴの活用

を基盤とした

新しい学びへ

と挑戦するた

めの指導研修

の実施 

 

 

 

 

 

①全教職員のＩＣＴ技能を向上させるた

めにＩＣＴ教育推進部主催の研修を毎

学期に１回以上行う。 

 

②授業参観や学校公開日、校内授業研究

会等の機会を捉えて、全教員が ICT を

活用した授業公開を年に１回以上公開

し、スキルアップを図る。 

 

①エバンジェリストを中心に教員のＩＣ

Ｔ技能が授業改善に役立てられる状態

になったか。 

②全ての教員が ICT を活用した授業公開

等を年１回以上行い、公開することが

できたか。 

 

①エバンジェリストを中心に教員のＩＣＴ活

用研修が定期で実施され。各教員の技能習得

とともに、日々の授業に役立てられる状態に

なった。 

②校長授業訪問では全教員の授業参観し（ま

だ数名、今月または来月に実施予定）、ICT の

効果的な活用具合を見取り、その定着具合を

確認した。 

B 

・教員の ICT 活用ついての課題は解 

消されつつあるが、その活用の質と言 

う意味では、さらなる向上が求められ 

ると実感している。ついては、研修主 

任やエバンジェリスト等と連携を図り 

ながら、質の向上に向けた研修の時間 

の確保に努め、実践に移していきた 

い。 

 

・クラウドなど、ICT 用語につ

いては分からない部分もある

が、時代は変わり、ICT 機器が

必要不可欠な時代であることは

理解している。引き続き、子ど

もたちのために ICT の効果的な

活用を意識した授業を展開して

もらいたい。 

 


